
 

 

 

 

 

第３回国連防災世界会議に係る本県の対応について 

 

平成 27 年３月 14 日（土）から 18 日（水）まで、仙台市で開催される｢第３回国連防災

世界会議（以下「防災会議」）｣の本体会議に位置付けられるワーキングセッションに知事

の出席が決定したほか、国主催フォーラムにおいても知事から防災・復興に関する提言を

発信することとなりましたので、お知らせします。  

また、既に発表しているところですが、シンポジウムやスタディツアー（被災地視察）

などを関係市町村、関係機関との連携により実施します。  

 

 

１ 国連防災会議本体会議ワーキングセッション（27.3.16）への知事出席      

(1) ワーキングセッションについて 

 ・多様な主体が様々な分野の防災戦略を議論する場として、本体会議に 34 セッショ

ンが設置。 

・知事は平成 27 年３月 16 日（月）12:00～13:30 に開催される「地域リスクに取り

組むコミュニティ」に出席。 

(2) 内容 

・世界各国から７名が出席し、防災における地域コミュニティが果たす役割などに

ついて議論。 

・防災教育の重要性や、地域における津波被害の伝承活動のほか、先日策定した防

災・復興に関する提言についても発表予定。 

 

２ 国主催フォーラム（27.3.14）への知事出席                  

(1) 国主催東日本大震災総合フォーラム「我が国防災の展望：究極の防災対策を目指

して」への知事出席 

 ・日時：平成 27 年３月 14 日（土）13:30～14:00、会場：東北大学川内萩ホール 

 ・オープニングセッションにおいて、防災・復興に関する本県からの提言を発表。 
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（参考） 

第３回国連防災世界会議に係る岩手県の対応 

 

１ 防災・復興に関する本県からの提言を世界に発信                

(1) 提言策定の趣旨 

・本県が東日本大震災津波からの復興に取り組む中で得られた教訓や、防災・復興

に関する取組事例及びそれらを踏まえた提言を世界に発信することにより、世界か

らの支援に感謝し、世界の防災力向上に積極的に貢献しようするもの。 

(2) 提言の発信 

 ・防災会議本体会議ワーキングセッション、県主催シンポジウム等での発表 

・県ホームページでの発信、印刷物（日・英）の作成・配付 

 ・仙台市内・県内におけるパネル等の展示 等 

 

２ 国連防災会議開催期間中（27.3.14～3.18）における仙台市内での対応      

(1)「東北防災・復興パビリオン」への出展 

・会期：平成 27 年３月 14 日（土）～18 日（水）、会場：せんだいメディアテーク 

・東北４県（青森県、岩手県、宮城県、福島県）及び仙台市による展示等 

(2) 地元主催歓迎レセプションへの対応  

・会場：ホテルメトロポリタン仙台、期日：平成 27 年３月 15 日（日） 

・県産食材の提供 

(3) 東北おもてなしセンター（防災会議参加者への情報提供等）への対応 

・会期：平成 27 年３月 14 日（土）～18 日（水）、会場：仙台市博物館 

 ・県産食材、観光・物産等紹介パンフレットの提供           

 

３ 国連防災会議開催期間中（27.3.14～3.18）における県内での関連事業の実施    

(1) シンポジウム（パブリックフォーラム）の開催 

・日時：平成 27 年３月 17 日（火）9:30～16:30 

・会場：ベリーノホテル一関（一関市） 

・テーマ「文化財と防災」 

  ・内容 

① 達増知事からの防災・復興に関する提言  

   ② 専門家による講演・パネルディスカッション  

  （コーディネーター） 立命館大学 教授（京都大学名誉教授） 土岐 憲三氏 

（スピーカー） 

元ユネスコ文化局長補佐、世界遺産アラブ地域センター長 ムニル・ブシナキ氏 

   前文化庁長官 近藤 誠一氏 

   京都大学防災研究所巨大災害研究センター長・教授 林 春男氏 

中尊寺 貫首 山田 俊和師 

③ 世界文化遺産平泉「中尊寺」視察  

④ 毛越寺「延年の舞」演舞、一関第一高等学校家庭クラブ「私たちの復興支援」（文部

科学大臣賞）英語スピーチ 

⑤ 展示コーナー（宮古工業高等学校「津波模型」、ＩＬＣ等）設置 等 



 

(2) スタディツアー（被災地公式視察）の実施 

・期日：平成 27 年３月 16 日（月）～18 日（水） 

  ・コース 

3/16：陸前高田・大船渡（復旧復興現場と奇跡の一本松、大船渡津波伝承館） 

  3/17：メディア限定（釜石市での伝承活動、三陸鉄道乗車） 

3/18：遠野・釜石（遠野市総合防災センター、釜石市鵜住居地区等） 

(3) エクスカーション（本体会議終了後の視察）の実施（宮城県との共同実施）  

 ・視察先：松島、平泉（毛越寺、中尊寺等） 

・期日：平成 27 年３月 19 日（木） 

 

４ ＩＳＯセキュリティ専門委員会第１回総会における関連事業の実施             

(1) 総会概要 

 ・ＩＳＯセキュリティ専門委員会は、緊急事態、災害への対応能力等を高めるため

の国際規格の開発を行っており、第１回総会が平成 27 年３月９日（月）から 13 日

（金）まで、盛岡市（会場：アイーナ）で開催。日本での総会開催は今回が初めて。

世界各国から 110 名が参加見込み。 

・防災会議との相乗効果や本県から世界の防災専門家に情報発信ができることから、

県として積極的に誘致し協力するもの。 

(2) 本県主催シンポジウムの開催  

・日時：平成 27 年３月９日（月）16:30～19:00、会場：ホテルメトロポリタン盛岡 

・内容 

① 達増知事からの防災・復興に関する提言 

② 産学官民から震災経験を通じた防災・復興に関する報告（講演）及び総会参加

者との意見交換 

    講師）遠野市長 本田敏秋氏 

       三陸鉄道株式会社代表取締役社長 望月正彦氏 

       岩手大学副学長（男女共同参画・附属学校担当） 菅原悦子氏 

       岩手医科大学災害医学講座教授 眞瀬智彦氏 

       京都大学防災研究所巨大災害研究センター長・教授 林春男氏 

(3) スタディツアー（被災地視察）の実施 

・期日 平成 27 年３月 11 日（水） 

  ・コース 

① 宮古：宮古市（田老防波堤、三鉄震災学習列車等）、山田町 

 ② 遠野・釜石：遠野市総合防災センター、三鉄震災学習列車、陸前高田市 

 

 

 

 

 

 

 

本件問い合わせ先：環境生活部若者女性協働推進室 阿部・千葉 内線 5336 


